




要約:鹿児島市立病院で出産したHTLV-1抗体陽性妊婦のうち承諾の得られた49症例につい

て家族の抗体検査をおこない,妊婦への感染経路について検討した。その結果,①夫→妻感

染と考えられるもの7例(14.3%),②母→子感染と考えられるもの31例(63.3%),③輸血によ

る感染 7例(14.3%)など夫婦間および輸血による感染が予想より多くみられた。また,この

調査を行う中で各種抗体検査法について検討したが,PA 法のみ弱陽性で他の検査法では

（-）又は（±）であっても家系からみれば明らかに陽性と判定される症例が数例あり.陽

性例をすべて拾う目的では PA 法が優れていると考えられた。 


